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【平成２６年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 
 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

○ A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 
 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 
（意見等） 
本研究は、高性能な新規 X 線検出システムの開発を目指している。小型試作品の DEPFET センサー

を用いたビームテスト、回折像撮影、小角散乱測定、感度や分解能の評価など基礎的な研究は順調に行

われているが、PILATUS 検出器との比較等は当初計画より遅れている。また実際のシステムの製作に

当たっては為替変動、その他の事由により当初計画よりも検出器の画素数を減少せざるを得ない状況に

なっている。したがって、新しい検出器の開発を主目的とする当該研究は、現時点で得られている基礎

的なデータに基づいて一定の成果が見込まれるけれども、研究計画の達成には今後の努力が必要であ

る。 


